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l=日嗣か一業軟式会社て･取り川∵ている-1ミ要鉄鋼製■1---の創=発展の遇鼎逐側㈹し上｡

l,緒 言

軋正金属二仁業株式会祉ほ1956年4月10し†に設立の薙

記をし,同年10月1日に目立 作所より鉄鋼部門を分離

継承し営業を始めたのであるが,実体の覇業そのものの

附やはきわめて古く,主流製品である可鍛鋳鉄は1910

勺㍉ 鉄管継手は1912年,ロールは1915年,鋳鋼ほ1921

咋,ヤスキハガネは1899年以来生 している..-Jそれぞ

れわが国において最古の歴史と伝統の上に不断の研究と

技術の刷新を加えたもので,広く斯 の最優良品として

謎められているのみならず,1_928年ころより米国その他

諸外国に輸H_lされている｡また日立製作所の水戸,亀有,

清水1場で生

る∫つ日立金属F

鍛造品の営業も引受け拒当してい

係製品の全歴史を詳細に述べることほl'-〔

敬の上から不可能であり,かつ最近に属することは知る

人も多いので,ここには比較的古い時代に属することを

※として略述した一.

2.異心可鍛鋳鉄の創業と確立

2.1創業までの事情と創業時の技 水準

鮎川義介氏ほ1903年7月東京帝国大学機械科を卒業

してから芝浦製作所で 物丁:,機械工として働くかたわ

ら数多の1二場を見学したが,この間わが国の機械の某

的要素の一たる鋳物の技術の幼経で改良が等閑に付され

ている事実と可鍛鋳鉄の未開発のまま故郷されている'斬

果を観叔した｡これが同氏をして鋳造業の帝発に志を立

てるに至らしめた動機である｡

鮎川氏ほ1905年11月米l割こ渡航しバッフ7り-市外グ)

ブルートカプラー会社およびヰリー市外のヰリーマレブ

ルアイアン会社などにおいて 也研究をとげ,かたわら

各種鋳物事業を調奄し,1907年2月帰朝Lた｡~｢-J鍛

l虹業の確立を企て,井上馨候の援助を得て 出家 鳥貝

一家,三井家のH賢により設立の見込が丁立つに七ったので.

1908年3月所要の鋳物二~1二場用鉄 骨 築材,請機械の偶人

113

けためふたたび渡米し,さらに欧州帝国の一般鋳物業を

視察し,1909年9月帰朝,創業事務に尽痺L■,ついに191-0

年6fl戸畑鋳物株式会社(現在の日竜金属戸畑工場)を設

ょした†-′ にわが国窯心可鍛鋳鉄業の開祖である｡鮎川

*l~J＼ンニ金属工業株式会社 本科

代が創某Lた判時外接柚は1砧紬こてもわかるとおり欧

一米け期業をつぶさに見て最先端の進んだ技術を取り入れ

たものであり,その製造法ほ州民が米円で習得し沃∴仕法

にそけ根本をおいたものであり,熔僻闇反射炉によって

いた｡まず何よりも優秀な黒心叫鍛鋳鉄を生推すること

を1川(Jとして,製品の前門に影響ある原料銑.熔解法,

焼鈍法についてほ特に細心呵1ミ意が弘われ,当時として

は放も進歩した管理技術をもって操業が行われた｡)原料

銑については特に留意し当初ほ米国の鋳物銑のみによる

楳業で,漸次釜石木炭銑,米子(安来)白銑,印度銑も使用

されてきた｡白銑の化学成分管理にほ創立当 より八幡

製鉄所に依願して分析を行っていたし,また材料試験も

釦譜鰍狛こして行われている.-,当時としてほ鋳物材料と

し-てほ材料試験ほ少なかったのである｡参考までに戸畑

1リ射)∫子d銀によって当時の反射炉操業法,白銑成分,材料

試験の成績表凍示すと,舞1表一十舞3表のごとくである〔

今からみれば当時の関澤な鋳造設備で1[Jl同約8t

叫l憫を処理し得たとは照嘆に値する.〕

また1912年5月1日,同年6月22口,1913年8月

2 卜1八幡製鉄所より報告された分析結果でほ舞2表のと

おりであって,高C,侃Siで流動性のよい鋳物で1｢叫

の多量～l偶の不利を補っていたものと考えられる｡また

原料銑,燃料の吟味により硫黄分の低いことも特色づけ

られている..1材料試験については1914年2月八幡製鉄

第1表 反射炉熔解記録

装入竜‥石炭竜
げ〔Jl(fモ〕

1914年
9月24Fl

1914年
9月251-

1914年
8月20口

1914年
8月21∩

323R

21モー70

1R-308

2R-155

6時30分｣4特20分

5暗00分∵4時55介

分55時3分55別

ゝJ､〓
0時.4

1ゝJ

嘩5

0.27

0.23

第2表 当時のl′1銑化学成分(%)
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所に依栃して第1号の報苦詔を出しているが,その結黒

および試験甘(丸 )寸法は次の第3表のごとくであるL

第3表 材料試験成潰表

棚す~■q

引張強さtノ′｢〃 (1(g/mm2)

22.5

23.0

21.4

22.3

24.7

(35.5)

｢′36.3〕

〔33.7)

し35.2二)

(38.9)

伸 び〔%J

7.4

5.3

5.3

7.4

9.4

1914年6月にほ自銑分析試験け,化学成分,届l肛試

験,引張試験の規格が制定実施されている｡参考のため

化学成分の規格を示せば

全銀

桂 素

マンガン′

燐

2.70～3.10%

0.50～1.00%

0.15～0.45%

0.18% 以~F

硫 黄 0,略% 以下

銅 0.25%

猫柳こ高く厚物に低くする

汚物iこ高く厚物に低くする

硫黄分多いほど高くする

低い方よい

低い方よい

低い方よい

のごとくで,すでに製品内価こより化学成分を調整し,

Sに応じてMn最の調整を子J二うなどの管理が実施され

ているのがうかがわれる｡

2･2 電気炉による異心可鍛鋳鉄製造法の確立

かくのごとく創業当時の技術ほ米 の方式をそのまま

大体において移したもので,製品の質も先進国に劣らぬ

ものができるようをこなった｡引続き品質木位を社是とし

て堅持し,これが実現のため製造技術の研究,製造方法

の改良,製造能 の椚進などを計画逐行を怠らず,年々

歳々種々なる改良が実施された｡このうち画期的価値あ

るものとして摘記すべきものほ第･一を･こ電気炉による可鍛

鋳鉄の製造法の研究である｡

熔解は鮎川氏が米 で習得してきた反射炉(10t～15t

のもの4基)により行われていたが,1920年4月電気炉

による冷剤からの製造方法と桁銑炉でまず熔解し熔蹴を

電気炉に移して精錬するいわゆる二 との研究

を始め,鮎川社長,村上常務相場のもとに桐谷俊平博士を

担当者としてエルー式3t電気力了2基と700kVA変圧

器3基とよりなる装昭をもって舐験を続行した｡当時欧

米でも可鍛鋳鉄の製造に電気炉を広川した実例に乏しく

わが でほまったく創始的研究であり,したがって和々

第40巻 第11号

の困難があった･.しかし苦心の結果ほ1921年になって

開肌され二重式熔椚謎としての電気炉の応用ほ当時の製

拙技術の上に有益なる一進歩であるという結論を得た｡

かくして1921年末前記電気炉を本工場内に据付け,翌

年初めから電気炉鼠り､‡心~･jJ鍛鋳鉄品を市柳こ提供したり

これがわが国における電気炉製可鍛鋳戯の喘矢である.､_,

それから電;抑を主とし,逐次反射炉の低mをやめたしJ

この研究は･-J鍛鋳鉄製造技術に新生面を与えたものであ

って,欧米の技術に先 ものであった｡爾来口

二､ンニ金属工甘除式会服ほこの方式によって崇心可鍛蘭鉄を

製造して現在に茂んでいる｡最近では解銑炉一反射炉に

よる二重式熔解にも成功した｡

2･3 二段焼鈍法の発明

この可鍛鋳鉄製造に電気炉を応用した新生面にさらに

一大革新を加えたのが二段焼鈍法の発明である｡戸畑工

場の可鍛鋳鉄製遣法ほ米 に行われている方法を採用し

たものであって,焼鈍作業においては被焼鈍物を充填物

にて埋めて加熱するのであって,焼鈍を完了するに7日

乃至10日の長時間を必要とした｡したがってこの焼鈍

時間毎桁の能不能の問題は火なる重要性のものであっ

た｡研究所兵菊用多利男博士は担当者として1923年こ

ろよりこの｢!ミ摘を1Lえり上げ孜々として研鎮の歩式を進

め,ついに1925年に至りこれを完結した｡

この研究の結果,充填物ほ焼鈍に必要がないというこ

とが開明され,充填物使用の廃止は充堕物費および加熱

室竺の節約を結果した.｡これに加えるに焼鈍時間短縮可能

なりという市大結論が~Fされた｡旧法では7日～10日も

~要したのが,新法により3[一間で十分ということになっ

たっ 白銑鋳物を焼鈍して黒心叫鍛鋳鉄に変態せしめるこ

とは冶金学的にいえばl守銑鋳物内のセメンタイトを適当

な温度により分解して黒鉛と鉄とに変化させることであ

る｡しかしこのセメンタイトほ二様の形態で白鉄鋳物内

に存在する｡すなわちその一は遊離セメンタイトであ

り,そのこはパーライ1､を形成する,いわゆるパーリチ

ック･セメンタイトである｡前者はAl点以上の高温度

において分解されるが,後者ほ鋼のArl点直-~Fの温度に

おいて分解されるものである.｡すなわち自銑の焼鈍を二

段に分けて行うもので,この方法ほ理論的に考究された

合王l-1!的焼鈍法で現在においても,この方法が採用されて

いる｡

以上のごとき作業は焼胡瀾虐の精密なる調節を必要と

する(〕それには電気炉が最も適当であるので,電気焼鈍

炉を設備して新法を採用した｡これは可鍛鋳鉄製 技術

における一一大改良であり,稗益すること顕著なるものが

あった｡わが国で特許権をとったのみならず米国など主

要各国からも特許権を得た｡北米の一有力会社でほ当社

と契約して特許権を行使したのであった｡この菊田博士



鋼

の研究ほ当時世射でも明らかでなか･つた′'捏□拍勺究明を

したものであ′-)て,こ.れを始めとする(パーライト叶鍛

鋳鉄ほ近来とみに需要がまし_てきた机 その研究試作は

1931～1933年に菊I旧㊦士は㍍成さjLている)特上の鋳物

につくされた功掛こより1940申､声｣二院:汀を授与され

たことほ人のよく知るところであるこノ

ちなみに■_L-む新法は砥気焼鈍かが最も適当なので,こ

れによったのであるが,その後rF卸二川1となイで㍍気が不

足がちとな一〕てノ且うように使えなくなったことと石沢に

よる方法の方が原価的に判安になる鞍‖系もあって段々微

粉炭焼鈍炉が川いられるようになり,軋在は特別のもの

のほかは電気焼鈍脚庸川いなくなっている｡なお軋/上三日

_､ヒ金属でほ二段焼紺去を攻良進歩させたプブ式や迅速焼鈍
法も行っている.-.

3.鋳 鋼

3.1戸畑工場における鋳鋼業の発足と確立

さて桐谷俊平博士ほ 前 のとおり1_921年可鍛鋳鉄の禦

造に電気炉を応劇することに成功するとト=抑如ここれを鋳

鋼品の製造に応用することを研究した二)村上荘輔氏(鮎

川氏ほ戸畑製鉄灘式会社の方で忙しく,戸畑釣働職ぷ会

社の方は1918年常務として入社され･た村上氏が鮎川社長

を補佐して主として尖際.†二の患部:†に当られた)が主とし

て銅鋳物の推進に当られた｡最初の試作として尻車川中

輪を製造したが,好成約であったJ托型による鋳鋼の製

造ほjっが匡†でも故初であり,帰価が安くいくので人いに

鋳鋼ものびた｡爾来電気炉製鋳鋼に精進し,択鉱ヰ描l;占も

のほか,車輌部晶,海軍関係のもの,[!動中川品,三輪

準用品,竃機用品などにも進州して,わが国における最

先進最優秀品としてと]他ともに許すものとなり,可鍛鋳

鉄業と並列する重要鋳物ぶとなった｡炭鉱中乱行†は車輪

(プレーン串愉,ボール入車輪,テーパーローラ入車輪な

どがある),軸受,辿結祁などであるが,三菱造船株式会

社で製造する函体と一体となって根中となり,わが日射こ

ふける最も優秀にしてかつ人-Lr呈二の坐踵■をあげている･-､そ

の販路ほ匹=甘全域ほもちろん泡外にも及んでいる.､

なお村上氏ほ1923年帥Ⅰけモの傘~卜になった 亜揖磯

株式会社(現在の)i塚工場の前身)に責任者としておも

むかれ,その経づ削こ当られたので,)~Ⅶり鋳物のカは工藤

治人博士(住友製鋼所の取締役支配人たf)し人)が~専務と

して入られ,指導に〕1うられた｡二1二藤博一一二は路紬′こついて

も造詣と経験のあった人たけに,いよいよ鋳鋼を奨励さ

れたので,鋳鋼はますますのびていった｡住友ほ当時す

でに鉄道却噛軋-!車輪を火二i如こ製造していたが,工藤膵士

ほ口分が去年いた住粛こ灰鉱中Ⅲ車齢の製造を犬仕掛ナ

にする意思がありとすJしく･･ご,ノi畑としてもJ~し合が悪いの

で,住友に'巧っでみたところ,そのぷは庸なし~l,どうか

の 歩 み 1383

退はなく戸畑でやってくれといわれて泥中川中輪の製造

にいっそう力を入れたものということである｡

3.2 特殊鋳鋼

特殊銑鋼は普通銑鋼よりさらにすぐれた漉さ,靭性,

耐竹雄廿iミ,相銀性などの要求せ満足させるため櫨々の合

食元素添加や熱処理･･こよって性質の改書を行ったもので

あるが,j~明･深川両工場では陸軍から戦車の履格 軍

用‖動二村71描凍ぜの注文をうけたのをはじめとして,色

々の隼､柁描瑞洞晶をずいぶん【†_l◆くから手がけた｡大平洋戦

11■後わが車でもブルトーザ,ショベルなどの土 木 矧

機械の`製造が盛んになってきたが,その部品は特殊鋳鋼

■■一子†が多くあるが,い畑工場ではそれらを生産して好評を

伸した.-=

また1~㌫鵡川こよるロールの製造く･･土すでに早く網谷博士

が釣灘描lの瓢rドをはじめられた当時,チルドロールや鋳

舗恒-ルを試作され,多少は納入した実損もあったが,

経びなかったし一本桁的な′仁淀はり次の我事後であって,

特殊鋳鋼ロールを1948年ころよりi試作を始め,八幡製鉄

所にCr-Mo梢殊新潮腑-ルを納入して以

ており,重要な製造ん柑となるにう三った｡

猥造を続け

なお超耐熱鋳物(T.H.W.)も古くから製造している｡

4. 口 ル

4.1岩松工場におけるロール鋳造業の確立

製鋼,伸銅,娘祇のごとく圧延および況才一1=ノの作業を

必要とする諸二L業では,作ユ■‡の成損は一にロールの良否

によって支門己されるから,~ロールはこれら諸工業の牛命

である｡,しかるに,ロールの牛産はなかなか技術的に国

難なものであるから,第一次炊州大戦までほわが国ほ全

耶輸入ぷlであった｡ところが欧州大戦の影響によりいっ

そう勃興したノ製鉄,伸銅,製紙二L業などほ,従 とも甑

外よりの供齢にまたぎるを得なかったロールが入手困難

となりたので,この不班ほ痛烈に某省を悩ました｡この

困難を打破せんために1917年7月若松苗に松木腱次郎,

栃木旧作＼聡川帆次郎,大n潜太郎,柳川桁四郎,掘富

太郎の.温氏を役員として帝M 物株式会社(現在の若松

~1二場の前身Jが創立され,チルドロール,サンドロール

および諸機械の製造を目的とした｡経営者の簡閲にもか

/)ゝわらず業績ほ不振で,戦後の1921年に至ってついに

行詰りになって,その経営を鮎川氏に託するに至り,同

氏ほこれを‡■川又して経常立寓Lに当ったリ

ー-▲プノ)-ⅧH鉢物会社ほ1915年ロール製作に着順しぃ畑

｣｣射で主として小形製鉄ロールおよび伸銅ロールを反射

的こより製造を妬め,その品賢を.云胆)られるに至ったが,

､r川封よ二L二某の規偵人でない供】係上需要最も大したことな

くその_ト輸入ロールが優先の用〟二を占めていたため経営

ほ楽でなかった｡191叫三日炊州大戦が勃発して以来,諸
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工業は大変な好意気となって鉄釦沌大不足をつげるよう

になり,製鉄業も木曽有の好況となった._.帥l低ほノー用‖

市に製鉄業をおこすことを企画し1918年2月トi畑製鉄

株式会社を設立したが,同社に)~~~…畑工場の上記ロール製

造設備いっさいと技師矢野 章氏以下の技術員を全部引

継ぎロール製造を継凝することになった｡戸畑製鉄会社

はまもなく東洋製鉄株式会社に合潤されたが,ロール製

造にはいっそう研究を進めることになり,1918年10｣う

より翌年6月まで矢野美_払 岩沢市松両氏を米国に派遣

L,メスタ祉などにてロール 造業の視察研究をなさし

め,技術の摂取に努めたLJしかるに東 製鉄株式会社ほ

戦後不況のため1921年10月に八幡製鉄所に委任経常

のことにな一〕たて′そしてロール鋳造潔はその設備を除き

ノf畑l鋳物会社に柳今†卜す｣ることになった._∴鮎川代はこのロ

ール復帰作業のい一)さいを相中l鋳物会社に継ノ良させ,11

分ほ杜1主に矢野氏を常掛こ,岩沢属を二l二務部長に据えて

経営することにな▼一イ∴ 断肺容のもとにひた一寸~仁Jに.甘備

の充粟と接術〟~)向上とに努ノ｣lノた(Jそのかいあって帝川

路物会社の11:lj=ヰ)上うやく改まりロール~執‖=二場とし~こ

斯卑の重きをなすに至り,L洋装成績も良化した〃)で,

1926年10J~=り冊掛物株式会社に合併した.昭和にな一-

てからほ研究湖慨欄け,生すますロールのヴ理的州債甘

進め,~史た先進技術摂廉のたぜ)1928年8‖より1930隼

8月まで2年間米川のl了-ル製造技術 7パール代な招

いて指導をうけた.かくてひたすら優良品の禦ぶに努ノJ

した√.その結果諸_[二､プ…筋への供給に忙殺されるようにな

r),1王令にロールの愉人を防返し,反対に192叫三こイ_)か

じ)インドのダ夕張鉄やテンプレート会祉などに輸｢llを始

れ 先進l~tミ†の製品と優劣を争うまでになった｡昭和糾叶

にこおハ､てすでに名栗ともに領洋一一のロール･#門工場とな

一_)たのである｣､

4.2 グレンロールの生産開始

その後引続きロール鋳造に精進したが,1935年以降わ

が巨ヨにおける鋼材の生産の増加に伴ってロ ールの( 産お

よび品質の向上は着い･､ものがあった｡1936年八幡製鉄

所にホットストリ､ソナミルが,ついで1940年広畑製鉄所

に広幅スいトリプミルが 設されると,若松工場ほホ､ソ

トストリップ用グレンロールや一般型鋼川グレンロール

の製作に成功した｡これほ当時の宮下格之助若松工場ロ

ール課長(工博,現在日立金属工業株式会社取締役)が

1939年11月から翌年7月まで米国に出張,進歩せるロ

ールの技術を摂取してきたが,これi･こ塞きグレン/ロ㌧-ル

は生産され,広く匡=利こ供齢するに至ったものである.二

もちろんわが国での故初のものであったこ.しかし-､■1時の

グレン′ロールはニッケルを含まぬものが大部分で,現れ

のそれに比較すれば遜色のあるものであった;〕 二次世

界大戦中は原料の粗悪,合金類の不足に悩まされ,技術
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上の進歩改良は特筆すべきものはほとんどなかった1｡

4･3 終戦後のロールの進歩

戦時中の技術的ブランクのため終戦当時における日本

軒)リール製作技術は 外執こ比べてかなり遮れていた｡

二の遮れを淑りかえすた瑚こ若松:⊥場でほ外国からの楼

術導人や模倣のみに頼らず,独日の研究方針の下に品質

の改良と製作技術の向上が試みられた｡もちろんその間

米国から技師の招聴を行って米国の製作技術の長所をと

り入れたが,それのみに止まらず理論の真づけをもった

=本独粕の接術の開拓に民力した｡

鴻箕にロールの攻良ほ冶金接彿 が小心になり材料と

化学成分を種々変えて実際のロールをたくさん作り,そ

の川延実績を丹念に調査しつつ,少しずつ攻良を劫iえる

というノノ法がとられている..すなわち 鹸を▼一行体とL_た

改良〟法であり,このようにすれほなぜ圧延成結が向_上

するかといL理.馴くJ衷づけほない｡わがl-1主1でこのような

改良ノバムをとりたのでは,1コール駄作数が少ない〃)で,

--1己の紙論を兄目すまでに長半日を要するはり､りでなく

失政した場合にほ具人なJti胃む′ノ･える‖用帥ミがある.し

たか て君松l二場でほ物理,冶金,機械の技術者が帰一,

おの二十ゴ〝)曲∫1】〟)分野かりlミ延作附いのり-ルに占,L■)

j)jLる縄々〃)欠肝バつ≠故を解析し,これらぴ)欠l備ぺつ弔は

存木然に肋~ぐため〝)11-ル材質およ 劇耳机椚田

二の理論にそうょうなl∫-ルを製作するという方法がと

L二･れている･すなわち圧延荷巾こよる応用,熱濾↓し 置

揖は力,劉潤溜,ナル剥げ,磨耗などの解析が子fわれて

トり,り-ルの~粟l牧や欠l指をl軌卜するような材質の刷慄

が理論白くJに進められ-こいる..

わがい三lでは政所式の比延機も多数あるが,いまた旧式

の比延機がかなり残りており,この旧式圧延機で諸外国

の製品に遜色のない銅材を年度しなければならぬ関係_卜

そのロールは非常に無期な条件で使用されるし､このよう

な無理な泉件をこ耐え.Lかも良好な鋼材を生産するため

に,わが国でほ諸外国にも類例の少ない特殊の高級ロー

ルを必要とする二､このような外的条件がわが国q)ロール

の進歩に拍車をかけ現在でほわが国のロールの材質ほ決

して先進軌こ劣るものではない｡~杏,むLろある面でほ

進歩しているということができる｡

終戦後ニッケルの入手が楽になってきたので鋳鉄ロー

ルにニッケルを入れることが一般化し,ホ､ソトストリッ

プ~ミルのように高ニッケル合金のグレンロールが生産さ

か,諸外巨引こ遜色のないものが作られるようになったし､

また製造がむずかい､といわれている高ニッケル含企チ

ルドロールも生産が軌道にのり,狭幅ストリップの製購一

肌ほ飛躍的宜良好になった_〕型銅ロールも終戦後ほサン

ドロールカ･仁ノほとんどす/こて伴耗の少ないグレソロール

にmき掩えられるとともにニッケル合_企グレンロールが
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好んで用いられるようにな′.}た.旧式設備で規俗を十分

満足しうる銅材を律屈するために-エールに対して高座の

_要求が持込まれ,三巨姻増やパイプ川ドールとして.洛外巨如こ
頬例の少ない特殊高合金ブレンドールなrノびにカリバー

チルドロールが製作されるにうミ/ンた､J~また1950て一トニノニ)

から上本, 築,造船方面カーlらの要請で人形購銅のぶ要

が増加するに伴い,け†式出廷機てメ龍雄潮路生産するた

めに強靭で耐摩柾性の大きなロールが必要となり.欧米

でもあ重り作られていない球状黒鉛戯鉄製ロール,アダ

マイトーー!-ルが製作され,人形!四錮の海外進==こ大いに

ノー宜Jノ･している｡若松二†二場でほ便川者の二立場になって理論

的な研究を_重ね,このJ二l鋸如こ状いて製作しているから,

J浅川三では炊米先進州こ遜色のない1コールができるの･んな

｢)ず,ll赤潮丑､りの優秀なげールが多数隼漉され,l■ミ=勺は

ヰ)ちイ)ん〟〕ことインド,子手れ フィリ､ゾヒンなど淘外に

.｣†ミで輪目し.ている..
4.4 ロール以外の若松工場製品

持松l二場はIJ-ルとと･もに人形鋳物(ソフィ詐イーーー′し,

ソーダ'1｣れソーダ釦卜 新川勘封姓など1べl冊融甘熱鈍物塙

【ご~4､得点勇雄姑■1でぁる力㍉子J〔li持=ミ妊機∴トrl二び什蟻誹機購,

1たtLJi加lり機械,カレンダ､｣-f･私製都.掛櫓榊=許姓帖クラッ

シャーなど打払_封__/トニ..これら牒紺射出こ/｣いても長ぃ締

験と優秀なイ､′li能とをヰ)〉〔名J‡-す村専していた力■こ,~1956隼

10‖廿､ト企屁1パ雄札岨余日とlて鉄紬肘‖】が独､ンニごさ粧と

ン′.~〔て)キ機会とし∴(∴灯用抽りニヤンキードライヤをド余き圧

媒陸隻なと1の機臓腑日石現野川川ルlリ■と鉦二移椚!/二

4.5 鋳鋼ロール.鍛鋼ロール

第 二次大戦稜ノf畑l,水｢輌l二場で銑鋼り山一ル在･,加f11

｣ちきで鍛鍋ロ←′レを製作している(これにノ)いてはそれぞ

れ'tl該L場レ_)∠二しころで多少詳しく 一~こてある)

･祉にして材餌的にい---て各咤の鋳鉄lユール,-ノ◆オ∴∵

イニトロール,鋳鋼ロール,鍛鍋ロール,川途としては鉄

鋼川,非鉄金属胡,非_金刷IJとふらゆる相野iのロールを

すべて製造販歳できるのは廿立金属二L某株式会社の､ちで

あり,隼故実精も長年の聞わが国の第一イ､㌧をL!jめてきて

いる､､

5.鉄 管 継 手

5.1鉄管継手工業の確立

鮎川義介氏は戸畑鋳物株式会心劇闇前の滞米中可鍛腐

鉄製管継手の製造工場においても実習し,その製造の詳

細を知悉Lた｡そこでバ畑鋳物創業後これが製作に着

下した‥]912隼2月はドガ〕でlけ鍛 鉄製伴継手を製‖

し_たし1わが卜如こおける喘矢である｣二､り時ほ収米よりの輸

人継手蚊 あで状卜｣

ったが,ノf仙二亡場で製作された8

印鉄管継手が漸次川いられるようになり,隼を屯ねるに

r
し粧 要

｢伯
増 して年産100カ個のノ槻=上J■易のて_一三蛮力で
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ば蔚掛こ応L､きれぬことになった.Jこれにかんがみ鮎川

代ほ米l中川∫鍛鋳鉄業の進歩む視察研究せしめるととも

ト】,

と

鉄管継手潮｣■｢工場を設障するための計画調査をI｣的

してイこ州l城_【二代を1919†ドより翌年にわたっで米国に

=張せしめた..継子専門二r二場は需壊ならびに将来の輸出

J)便宜を考慮し･て人阪にぷ鍔することになった｡当時人

阪市が余剰電~力をもてあまして土地を提供して誘致を図

った･附帯もあパた.･,かくて1922年12月別会社の形
で

大阪rFiの木津川に株式会社木津川製作所が設_よされて什

車を始めた.〕十月拙鋳物株式会杜の継手に関するa印商

標,得意先,営業権,粕殊機械および技術員数十名を譲

受けて創業したL｡創業後数年間ほ村‥_りモが所長(奴締役

宣1彗J人)としてノ止拝されたリ1923年4Jこiにほ隼塵200

ガ偶の設瀾≠摘し,吊10月にほ隼塵400フブ偶に拡張さ

れ輪人防遇に同一〕て邁進した..1926隼10月帝桓1鋳物株

式会社とともにノ瑚‖鈍物株式会社に合併して同社木津川

r二J場と改称した._,そのころ~までにほ愉人継手騨逐の】川(J

左托した〃)で,さ〔ノに海外愉=む結ミてるにうミリた(,1927

丁巨3りより翌咋3=にかけ~(二瑚岡利 一代が政和こ派追1

れ~亡ヤスキハガネ,り-ルとと4)に継-㌢♂)輸=市場榊拓

に奔左ム付･√:以来,たず/己〝)先′l三た一-)た斉小作二輪J-=が統

一∴〉た.黒に鉄製購1がJ)がい=二り脇目さJけ二川上この継

一戸が歳糾でふノーた‥

淘外市場の開拓ほか力~亡上り〃)鮎=代の枠博=用十

第一づ欠大戦中,参戦先進国が【い仙 南洋諸国.イン

ト.11工瓜矧舶∴愉目するいとまがなかノ〉たので,こJtドJ

Cリ糾出城,さゎに軟州からさえもj)が帥こ対し.各縄製■㌔一--

tノ)i･盲~三文が.殺到した′しカ､し.わがl耳如晃者流が認識不足の

摘簑でrW門上等でないも〝)をf謝ナーi 的に輸目したた

八子ー,これら~｢行場車｣=l本品のノ1くずriの感を一字えてL･まった_1

戦後炊米品が出回るにつれて日本品は駆逐されてしま一_)

た.〕継手は第･一 に中 はわが には輸出の余力がな

かったから,かかる感謝q)品櫨に入っていたわけではな

いが.･般的に日本商品に対する忠感情不信の念の強か

った一当時にあってほ,淘外市場せ開拓することほ仲々困

一雄であ･---た｡ニれに加1えてわが国の鉄製品とか機種とか

はぃまたかって輸出された前例がなかったから,粗悪品

の生産を得意とする日本で欧米品に劣らぬ鉄製品ができ

る道理がないというのがかれらのいいぐさで,当方の勧

ご如こ-一顧をも与えようとはしなかった..これが当時の冥

惜であった｡それゆえ掘｣胤氏についで妓初5年間ほ毎年

William R.Gor･ham氏などの外人技師 員や守田鉄

之助氏などをしてあまねく上海,香港,インドおよび南洋

甘地など海外■lfi場を巡回させ,また特価をもって初注文

を引受け海外得意先に失地武川の機会を与えた｡かくの

ごと一てして軽からぎる犠牲を忍んだ結果ほようやく効米

を現わL･始め.継丁の輸｢上1高は逐年増大した｡よって1928
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年8月第一期改造増設二1二事を完成して年産1,000方個の設

備となった｡これほ海外市場の獲得伸柚こよる供給i如)

激増に応ぜんためであった｡′ついで1929年11月第2期拡

張工事を完成し,年産2,000方個の能力となった｡かくL.

て生産能力において,また設備の斬新なるにおいて東洋

ほもちろんのこと欧米にも比 まれな専門コニ場となっ

た｡エンドレスコンベヤシステムが二つあり,その王上J川

に鋳型機があって小形の継手を製造し,中形はローラ

コンベヤシステムの流れ作 で, 湯もレードルがモノ

レールにより遊ばれて拝人される仕組みであった.∴大形

もはじめ手ごめであったが,後には機械化した｡､砂ほ混

砂機よりコンベヤシステムで各鋳型機またほ[Iヰ機に送

られた｡研削,ネジ切り,検奄なども機械化流れ作業方

式をとった｡満州事変後ほ国内の需要が増すとともに金

輪H再禁止のため対外為件の低落した影響もあって輸耕

も大いに延び, 需の外内

ノ
l
＼カ

を発揮しても需要に追い付かず,

な--)てきた｡

5･2 桑名工場の建設

たので鼓高能力

の現象と

しかるに木音到lにこ場は敷地狭小でこれ以上増設の余地

がなく,また低地のためたびたびの出水に見舞われたの

で,分工場を作ることになり, 地物色の結果,古

り鋳物の名産地である桑名が1934年に選ばれて土地の

買収が始まり,逐次買増しされた｡かくて1937年 設

が始まり,同年末にほ操業を開始Lたしほじめほ継手粗

相ほ木津川工場に送られ,ここでネジ切りされて製品と

なっていたが,1940年ころからタッビングマシンなど

も入り機械工場,メッキ工場もできて最終製品まで作る

ようになった｡

川⊥場は惜しくも1945年6月1日空袈にあって

全員必死の防火もむなしく,18名の犠牲者を山L.た上,

全焼した｡戦後 名分工場ほ木枠川工場の閉鎖に伴いそ

の残有人員,設備なども 小して桑名工場としてますま

す発展したし･鋳造機械化も新方式によって完成し,ネジ

切機械も新鋭機多数を入れて設備の拡大充実も目ざまし

いものがあり,現在でほ月 1,500t,700万個の生産能

力をもつに至っている｡日本一･の継手専門二1二場であるは

かりでなく,世射でも屈指の工場である｡品質管上軋｣二

標準化実施優良工場としても

i勘こほ二l二業技

界随一であって,1956

院長賞を,さらに1958年10ノ=こほ通商塵

業火臣貨を受賞している∪ 名⊥場の生産ほ全日本の鉄

管継手生産量の大体半分を占めている｡鰍11も1949年一再

閲以 逐年盛んになっており, 名工場の輸出量はこカL

また全日本の鉄管継手輸出量の大体半分になっている｡

8印鉄管継手の姉妹品として8印青銅製バルブを1951

iFより製造版壷を開始したL･,α町可鍛鋳鉄製ドレネー

ジ継手は深川_【二脚こおいて1955年 より生産を闘姶し
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らなみに8印の痢慎ほ1937年5月1H国産工

よ社(戸畑鋳物株 会社ほ1935年10月国産工

株式

株式会

杜と改称した)が日立製作所に合併される前は戸肌 若

桧,木津川,汲岬各工場の製品につけられていたのである

が,合併後ほ日立マークがつけられるようになった｡し

かしこの鉄管継手と戸畑工場で製作されるリンクチェー

ンほそのころまでにすでに匝l外にまでも広く輸山さJLて

いて8マークは世糾こ普及していたから,8マークのま

まにしておく方が営業_上手寺策であり,かつ両製品とも小

には小形のものも多々あり,=立マークがそれらにほ事

矢上複雑でいれにくいという事情かち,8マークが従前

どおりつけられて今日に及んだのである｡したが一1て絆

継手系の新製品が今次戦争後色々製作されるようになっ

たが.バルブを含めて8印商櫻をつけられたのである【.J

ただし鉄道抜手は丁†丁くから戸畑1二場で 造しているが,

特定の得意先向けのものであり,1937年合併以降R二立マ

ークを使--ている.

る･異心可鍛鋳鉄および鋳鋼業の発展

る.】深川工場の創設

すでに述べたように昭和の初めにほ可鍛鋳鉄および鋳

鋼の工場として戸畑卜†二場が,可鍛鋳鉄 管継手の工場と

して木枠川工場があったが,かねてより東京方面にも可

鍛鋳鉄および鋳鋼の工場を設置する必要が認められてい

た･ノ ところがちょうど桐谷隊平博士が1926年2月より

1927年1月まで米国で最近の鋳物業を視察研究して帰

朝したので,同氏にこれが計画調査に当らしめた｡諸地

物色の結果,たまたま久原氏関係の遊地が深川越中島に

あり運河の依もきいて比較的好適なので,ここを敷地と

して 設することになった｡1929年4月地鋲祭の式事

があり,川年11月工場設備竣工,電気炉火入式を

作業を㈹始Lたし生産能力ほ大体戸畑工場の半分くらい

であった二 当時としてほ閥

Lた〝)であった二 可鍛

奉削晶,鉄

11

日‖l

一の鋳物1場が新たに誕生

鉄と鋳鋼品とをf-1三座したり 自動

よび車輌用品,電機および電鉄用付属

兵据部品 送電線金物などを製作したが,なかんず

折から生育確立過程に入ったわが国の自動車工業に

対してほ所要の鋳物品を全部といってよいくらい深川_J二

揚が供給しナニ..

7･亀有工場にて鋳鋼生産開始

特殊鋳鋼に発展,清水工場の建設

7･1深川工場の鋳鋼を亀有工場に移管

溝洲l事変(1931年)支那事凌(1937年)が勃発して

1ソ､火軍のわが伸二おける政治絹子動′こおける指

さか→ ニード需もすぎまじく増大した二′元

力ほ政化

甘助中二L業ほそ

･▼-
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の育成培養を熱心に陸軍が推進したのであるが,大陸作

俄の関係上,[l効率も陸軍の要望により犬上門薙が必要と

なってきて,脊自動申メーカーから溌川二1■二場に対してヰ)

膨大な自動車部品の需要が殺到してきたし.よって津別口_二

喝ほ工場敷地を茂人限に利J~1]して設備を捉張L′て増産

し,これに応ずることiこなったrlL■かし親類会社である

日産日動中株式会祉(戸畑鋳物軟式志溜二伸掛中郡を十伸

として1933年に日本産業株式会社の子会社として創設

されたもので,i二1立製作所からいえば弟会社に､tうる､)の

■叶級鋳鉄需要だけでも盲架J町工場の仝能力を必要とするよ

うな勢いであったから,滞日工場は■lJ鍛鋳鉄の潮■■托場

とし,鋳鋼は亀有_1二場の原料√附こ移すことにな/-)た′｢亀

有工執′ま包プ~†丁二場の拡張発展とtノて新設中であったが,

小平杜 の大きな梢想をもって建てられたもので東京第

一はもちろん全国でもノ両■旨の一大L場で劇的でも珍L.い人

きな敷地をもっていた｡亀有工場の原料部は亀ナ1二場の

鋳工課の発展したもので銑鉄鋳物イ牒をここに移L.て大

規模化し,同時に合金鋳物工場,鍛造｣l二場などもでき主と

して亀戸,亀有両工場および日二､月掛機などiこ所要の釣瀾

造晶を供給したのであるが,ここにナ律軋.深川lからの系

譜をもつ鋳鋼の仕事をする工場を 設して社内外の需要

に応ずることとなった.｢亀有原料那の外販ぷ-はこの鋳鋼

品のみならず,7脚寺中ほ銑鉄鋳物,合金鋳物,鍛造品など

にも及んだのであったが,このうちでも大発展したのが,

特殊鋳鋼品(航空機の脚部品など)であったし′

亀有工場の原料部ほ亀戸以来天利義R氏が机任されて

発展したものであるが,この描殊鋳鋼■品も折からの航空

機増産の必要上 てきたもので,1941年以来試作し

たが,苦心の結果成功した｡従来鍛造ポ↑より機械加r二に

より削り出していたのであるが,ミ山リングなど~l二作機

械の不足で航空機の増種にまにあわない｡それで粕殊鋳

鋼品で作ってみようということになったものだが,技術

的に非常に国難なものであった｡しかし,大利氏す旨導の

もとに関係者の 闘で成功Lたものであるし､この将鋳の

完成で資材,労力ともに一段と節約することができて航

空機増産上大きな貢献をしたL_=

7.2 清水工場の新設

そして亀有工場だけでは墨の急需に追いつかず斯｣二場

を建設することが必安となってきた(.

折しも,この時鋳のほかに亀り_⊂場町気体機閥係l_l

立工場の燃料機械なども甲の要望匿より増荏のため新r二

場を作って増産する必要があった際であったので,これ

らの目的を達成せんがため,かつ将 海外への発展,輸

川などを考慮して港湾運輸の便を考えて清水市に広大

40万坪をこえる敷地を1942年に求め,天利代が貢作者

となって新工場を建設することにな/)た｡耶の絶大なる

授助を得て建設は急ピッチに進み,特殊鋳鋼は1944年

1月から電気炉が稼動して1一三蕗を開始した｡なお清水に

ほ初め大形_f二作機械の製作工場を日立精機をして 設せ

しめ,その所要の大形鋳物は清水工場で牛座する計両も

あったが,結局工作機械の工場ほ建てられなかった.-,し

かし銑鉄鋳物も多少ほ外販も子ト)た1.特殊鋳鋼は戦時卜

幾多の困難を克服して増薦に進み1945年軍票前の故椿

用往こは日産100t をこえた(J

7.3 戦後の亀有･清水工場

戦後は亀有,消水柑l二場は戦時巾軍需により大発展lノ

たl二域だけに叩需品の消滅で大変困ったことになり,と

りあえず大師′トのやむなきに預った(,それで亀有原料部

は｢l社内需要晶を生産するにとどまり.しかも栃木.川

嶋,亀ノfなどそれぞれ鋳物⊥場をもつようにな/つてほと

んどFl~l工場晶のみ戯超するようになった｡清水工場の鈍

物ヰ)原料_1二場としノて1′しt二場fi三産の機械占も別に必要な鋳造

をなすほか,外販晶としてはダイヤなどの特殊鋳鋼中軸

部品,鋳鋼とLてほアンチグリーパそのほかの単価部品

日動三輪車部品, 鉄としてほ鋳型,気化器,-■製紙機械

鋳物,真空ボン7■〕鋳物,紡機関係鋳物などがあF),~可鍛

鋳鉄も桑名工場へ納めた大形継手を試作Lてみたりした

が,仲々吊:のまとまった仕事で引続き流れる適当なもの

がなくて困難した.-｣しかし静岡県ほ製紙工 が盛んな地

l亘でありながら,地元に有力なカレンダーロールのメー

カーがなく,清水工場に話しがある場合が多かったし)そ

の上戦後樺太を失って製紙能力ほ急減しノたのに紙の需要

ほ逆に増加しノたから,内地に製紙工場の増設が相次ぎ,

したがってカレンダーロールの需要が増した｢この機運

をとらえて清水⊥場は製紙そのほかの非金

試作に成功し,1950年ころからロール,

用ロールの

壁措こどが主流

リ軋1■!lとなった｡}なお1950年には椚水二_L場の気休機などの

機械品ほ川崎二1二場に移管され,同

トニ域はなくなf)

に川崎-J二場内の鋳物

水ほ川崎二~亡場の分~~L場となって川崎｣二

場所要の鋳物を作るとともに外販品をも製作する両面の

.よ味をもつ鋳物専門工場となった｡なお非金属用ロール
は~#くより才㌔松工場で/【三屋し各万i帥こ納入の`ぷ績をヰ)ノー〉

ていたが,清水工場で非金属用ロールを作るようになっ

てからは若松工場ほ鉄鋼用,非鉄金属用ロールに弥心し

て∴非金属川ロールの生産ほ消水二L場にゆずったかたら

であった(Jしかし1956午日立金屑工 株式会社分立に際

してテl!手水1二場の非金属用ロールほノ■～松上頓に移管された

ので,鋳 ロールは若松__仁場･-･本にまとまった｡なお清

水工場の機械工場(それまでほロールの機械加コニが主な

仕事であった)のあとえは冷凍機関係の一部製品を移し

て,それの生産工場にかえ,また亀戸工場向けモータ用

鋳物 機種化流れ作 の~~L場を新設するなど消水二1二

場ほ最近なかなか活況を才一ちし′ているリ
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8･戦争中のエ場新営と戦後の新鋳物,こと

にダクタイル鋳鉄について

8.1前記以外の戦争中の工場新営

1938年にノ~i畑l二場レ)満鉄向け~=J鍛鉄鉄._ち≡l-を主として′卜

座する目的で満洲本犬に満州l-1折 作所机 また鮮鉄向

け鋳鋪描】を作る】1約で1940佃∴軌鮪こ仁Jlllリ射ミ新設さ

れた【:

仁川I二場でほよた耐火煉九と棚砂とな製造~したl

鋼,粕殊錦,軽金属,高級ガラス十l肘材一として最優秀ジ~)

耐火材が要望されていたが,廿立研究所で数年来研優し

た結果完成品をみた.二J朝鮮産藍晶イ〔,紅梓イ丁,結線イ｢を

主体とする｢ジリマニット｣■高級耐火物隼甚~り紬は｢川

-~l二場に建設され,1943年から製品ができ始めた｡口､ン,

水り,安来工場に供給したほか海軍忙も納めた.-J

棚砂は光学兵器,電気兵器用ガラスの原料とし.て重要

なものであるが,輸入が途絶したため甲の要望によりl~-1

立研究所の研究により朝鮮第胴鉱山産J!lの′ト藤れを原料

として椰砂を生産することに成功したので,まず仁川に

工場をたて,1942年には試作品を製川した._ ついでヤ壌

に朝鮮特殊化学株式会社として大規模化したのであっ

た｡この耐火煉瓦と棚砂とは常業としては1時鉄鋼品を

取り扱っていた金物部の拇当取扱■～もとさかた..

戸畑し 才_㌔:桧,有刺Il,深川4~1二場も戦肇小ほ新たに叩′詰;て

したし,工lミ産は全能力をあけて努力したので八

いに上った｡)~ゴ畑工場は福押掛簡閲･こ,ポ:松:葦二場ほ刈Il一

に分工場新設を進めたが,完成する前に終戦となって,

これら分二l二場ほ戦後処分1ノた.こ外地工場も接収されて,

R立から離れた｡

8.2 戦後の新製品

)ゴ畑,若松,桑名,深川二I二場ほ戦前より長い年月前

述のとおりそれぞれ得意の製品があったので,戦争頑二後

ほ減産とほなったものの,もとの製品によりさほど困る

ことなしにすんだ(〕現在の製品も従前の 一指を時代の流

れiこ即していっそう進歩させたものが大部分であるが,

設備の増強新技術の採用などによって製一品はいよいよ優

さを加え,わが国放高級品の者をほし_いま~まにしてい

る.,新しく戦後生産を始めたものとしてほ,J｣畑1二r二域で

ほ鋳鋼ロール,8巨l川ンクチェーンを止Ⅲ~jLた装㌍類な

ど,若松二l二場でほ新しく進歩した行穐鋳鉄ロール､桑イ

に場では8印パルプなど,探川_L場では8印ドレネー

継手を中心とLた継手析とアルミニウム 物があるし

ジ

/

ルミニウム鋳物ほ日動中の軽馴ヒに伴い近年とみに需要

が増したもので1955年かド_Jl]篠目動車向けを主体にt_

で生耗を始めた..

8.3 ダクタイル鋳鉄

なお上記のほかに新しい材官モのものとし-こほ〆クダイ

一120
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ル鋳鉄ほ特筆すべきものである｡戦後,今次耽界大戦中

から後にかけて米国などで発展した色々の技術がわが

にも続々絆介され,技術増入が行われた｡鋳物関係でほ

一/､ナイ1､鋳鉄,がクタイル鋳鉄,シェルモールド法

ン干上と.■､ノ)精密鋳造i･去などがあり,これらの技術ほHカニ製作

川hIl､ンニ金属l:署でもトナノトニ採川実用化した♂)でふ

ろ‥ う｢ツケイル鋳鉄とほ押通鋳鉄の熔渥に特別の処刑り_′

施し適〕りぴ1ル1g ~またほMg 合金を添加することに上り

紬掛恒里､描湘識を球状化させて柑られる優良な.-i■ばミの

銑鉄〝)ことである 近いほどの城さと鋳鉄

にJい､良好な鮎凱′1三を婚ね†J▲し,耐摩拭牲,洞魔性もす

√れており,第∵次人戦後の鋳鉄諾お射こ革命的な形勢を

-′ノ･えたものといjっれている..ノジュラー鋳鉄,球状黒甘i
鋳鉄,マグネシウム含石`銑鉄などはこの別名であるし〕こ

の鋳鉄ほ火戦後み挿)て米い射こおいて二【二業化されたもので

あるが,Canadian NickelProducts,Ltd.がわが同で

緑措許稚をも･二)ており,技術提携が必要であるLl11立製

作ガ恒‖953隼1差｢■~川二と特許稚慄魔の許諾契約をして,

同年3月政府の讃可を得てj_E式に製造販売ができるよう

i･こなった.まず亀有,り畑両.:【二場でダクタイル 鉄品を

て掌豊作l___川iイ己ミン始めた､ノ次いで符松,清水両工場も′巨荏を

聞始l_た.- ヰに好評で,咋々濡要も増加Lている.- こと

に若松l二場のダ､クタイルロール,清水二1二均のガタタイル

鋳型など~重量のかさばるものも延びてきたので,隼踵昇

はこの†叶i年火激増した｢二∫Ⅰ二卜立金属｣二業およぴH立製作

所のグ小クタイル鋳鉄は久保j-H鉄工株式会社とともにわが

何故人のノーカーとなっている

･水)佃｢r二場分の戦後の~鮎附こついては以~Fそれ

ぞかの項でふか_ることにする.′､

9,安来特殊鋼

9.1和銅の伝統と安来ハガネ

雲伯拍産の砂鉄を原料とする製鉄法は有史前より行れ

れたlつ:抑制ニー名~高い藷鳴尊が八頭の大蛇を退治され,

大叢票剣を得られたという簸の川上(これほ安来工場鳥

ヒ分=I二場の所出旭)ほ当時よりの点たる生産地であった

かドJ.二の地~加まわが国鉄文化の発生地であったわけで

あるト 和銅闇造技術の発達軋 あるいほ和銅を偵用した

l二†本~ノJはなぜ】lヒ外･優秀なのであるかとし､うことを学問

的に解明することはきわめで興味のあることである､,本

隼7｣130R逝去された俵l一司･悼■七ほ長年この研究に努力

されて l-1木刀の科学｢l仙郷究 で学士院貰を得られ,人

皐陛卜に御進講の柴をになわれ,戦磯美化勲章も得られ

た.,この前著ほ1953年[ト上評論祉から■印行されているし､

なお安 L陽にほ和銅記念館があるが､これは1941年以

陣溝5年を乱して建設されたもり)である｢ここにほ古来

輪通山を中心としノて発接した｣トダタラ吹き_【和鉄に用い



鉄 鋼 製 の 歩

た｢タタラ炉｣の実物大の模型および種

々の製鉄用器具などを所蔵して,日本最

古の製鉄法を今に伝えているし,また収

める文献は和鉄,和銅および日本刀関係

のもの約6,000冊に及び,特に 内にも

少ない慶長年代以前の日本刀に関する古

文献は48点もあり,さらに館内の俵博

士記念室にほ先生の永年にわたる研究資

料巾,和鉄･和銅･日本刀関係のものを

おさめてある｡正に和鉄,和銅に関する

わが国唯一の博物館とt･､ってよいもの

で,わが国の製鉄製鋼の歴史に興味をも

つ人は誰しも訪ねなければならぬところ

となっている｡

さて和鉄･和銅につき 述することほ

大変なので,ここでは省くが,明治初

み 1389

にほ三鋼がこの出雲伯者地方一帯で生産

され,安来はこの集散地で,この港より各地に積出され

たご｡この玉鋼はタタラ炉で豊富な木炭を使周して低温度

で十分還元した後半熔解状態で凝結して得られるもので

Si,Mn,P,S などの不純物がきわめて少ない純

銅であるから, を具工な良個カほのそ剣刀来トコ る､｢ノ作

に使用された｡安来工場の前身i･ま1899年雲伯鉄鋼合貴会

杜の名をもって創立され,もっぱら和鉄鋼の共同販売を

目的としたものであるが,当時の製品ほすこぶる高価な

るタタラ炉により旧式製錬の副産物のみであったから,

漸次販路の梗塞をきたし,事業刷新の必要に迫られた｡

1904年蒸気鎚応用の錬鉄業を開妻台,海軍万両i･こ納入し

た〕1909年にほ安来鉄鋼合汽会社と改称しで製品の改良

と販路の拡張をはかF),1910年には 鉄製銑のほか,工

具鋼の製造を開始し,かたわら稀金属の精鉄,電気製鋼

の研究に着手した｡1915年にほ桧江市に分工場を設~置'壬し

ていよいよ電気製鋼に着手した｡1916年には株式会社安

来製鋼所と改組し,1917年には工具用鋼ほ海甲の指定と

なったこ 第一次大戦中にはおりからの活況期に増資して

工場設備を大拡張した｡レンナーフェルト

や平炉,

孤光竃気炉

延工場も1918年秋にはでき,原料工場とし

ての鳥上分工場もこのとき竣工した｡第一次大戦後鉄鋼

景気ほ解椚し,安来製鋼所も 営困難をきたした｡

注文が激減したので官辺方面納品のほかに民間打匁物の

に手を染め,かつ副 として木工飽の製造を開賎し

たりしたが,時あたかも打続く不況時であったため

上らず,1925年にほ安 製鋼所の経常を鮎川

績

介氏にゆ

だねる話が進んだ｡鮎川氏は日本了【i`来の和銅の伝統の絶

えるのを憂え,今にしてこれiこ浪新の冶金製鋼の学理と

技術を導入し解明立直しをはかっておかなければ→大

であるとして,損得を度外視して引受けたのであった｡

第11実Ⅰレンナーフェルト式電気炉

このため当時のJ

博｣二に安

株式会社の･醇務である工藤治人

のことを,まかすことになった｡安来忙おい

て世界一の良鋼を作るためにほ,この際欧米先進国の斯

の実情を視察する必要があるので,工藤博上ほ1925年

7月から約1年間fl_l張し,スウェーデン,ノールウェイ

まで行って調査した｡1926年5月から1E式に安東の経常

ほ鮎川代の手に移り,工藤博士が再建に尽痺された｡従

は1三鋼を原料としレンナーフェルト式電気炉にて炭素

銅を主眼とする鍛鋼を作っていたが,1二藤博士は鋼の満

鉄に重きを匿き,電気炉をェルー式に改めカーバイトス

ラッグにより全力を精錬に隠注し匁物用鍛鋼として則規

約なる優良銅の生産に成功した-.また1928年には1こ鋼に

代るべき原料として海綿鉄,つし
●

粒鋼の生産に成

功した｡そこでこれら原料を多量に製Hlするため砂鉄お

よび電力を符易に得られる点を考慮して1931年3月木次

分二亡場を朋設した.1以上のごとく二玉鋼, 綿鉄および砂

鉄製粒鋼を原料として製‖した鋼ほ普通の平炉鋼または

屑鉄を原料として製出した電気炉髄忙比し靭怖がよいの

が特長で匁物川鍋としてきわめて優良な材料であって,

砂鉄製原料鉄の使用昂に応じてⅠ三_i紙,萌紙,青紙,桃紙

などの名称をつけて版売しわが国鍛冶業者の大部分に供

給して大いにその賞讃を博したのであった｡打匁物用お

よび工具用炭 鋼の普及するにつれ,高 度鋼の生産に

力を注ぎ1928年ころよりもっぱら二【二具用および構造用特

殊鋼の製造に 点をおき,優良なる品質は漸次一般の認

試するところとなった｡

工具川鋼の海′湛の指定工場となったのほ1917年である

が,1927年には海軍用発条鋼,不銃蘭沌海軍の指定とな

り,1932年には陸海航空本部より航空機用特殊鋼とし

て安 製鋼所製の各鋼桂は指定をうけた｡このころより
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軍方面を主力にした 要は増大し,これに応ずるため設

備増強人員増加を行い,炭素鋼,高速度鋼のみならず各

種の特殊鋼の生産をした｡安来は電力不足のため息うよ

うに電気炉の増設ができぬので宇部分工場を作り1934

年8月から作 を開始した｡ 績も大変よくなってきた

ので,1934年2月にほ親会社たる戸畑鋳物株式会社に合

併になり,工藤博士は同社の専務として東京在勤が多く

なったので,戸畑工場にあった冶金研究所を安来に移し

所長菊田博士は安来に赴任した｡これからの安来工場の

技術の進歩は菊田博士の努力されたところによること多

大であった｡

9.2 戦争中の大拡弓長

日華事変は1937年におこり戦局拡大に伴い高級特殊

鋼の需要ほいよいよ増大し,同年5月日立製作所に合併

後は小平社長ら首.掴部のきわめて積極的な英断により,

大きな新宮が次々に 行に移され設備の拡張も急ピッチ

となっていった｡1938年にはわが国最初のて貰管理工場

として陸海軍共同管理となった｡いかに当工場を軍が重

視したか,これによってもわかる｡

1939年には安来の拡張のみでほとうてい軍需に応じき

れないことが明らかなので,主として陸軍の推進で分工

場を設けることになった｡初めほ今の多賀工場が建設さ

れた敷地内が予定されたが,他の拡張予定工場との振合

上とても特殊鋼の工場が建設される余裕がないことがわ

かったので,水戸(.勝田)に設けることになり,敷地買

収,工場建設に着手した｡1941年には大平洋戦争開始,軍

の増産要求ほいよいよ慌烈となり,安来の海岸地帯に海

岸工場の建設に着手,また久村鉱山を開発して,生産量

の増大に伴う精浄粒鍋原料砂鉄の潤渇の打開をはかった

りした｡1944年5月にほ安来工場の生産ほ最高となり

月産2,500t となった｡戦争中ほ生産の99% まで海航

本,陸航本,艦本,兵本などの軍需材と した｡

9.3 戦後の安来工場

戦後ほ軍需の消掛こ加えて,軍工廠その他に残された

兵器用特殊鋼の在庫品は70万tといわれ,このいわゆ

る特殊物件が戦後の縮小した市場に放出されたため特殊

鋼の価格は一般物価に比しはなはだしく低く抑えられ,

かつ普通鋼が補給金そのほか政府の手厚い保護を受けた

のに反し,特殊鋼はなんらの保護的措置にあずからず,き

わめて苦難の道を歩んだ｡戦後わが国の特殊鋼の生産ほ

哉時最盛時の637千t(1944年)より,1949年ころまでは

80千tぐらいに転落し,大方の特殊鋼工場ほ閉鎖または

普通鋼に転換した(水戸工場もそうであった)｡このうち

安来工場ほ1945年(終戦)の11月から平和生産に切換え,

従前どおり特殊鋼の生産を続けた｡ただし生産ほ激減し

たから,鳥上分工場を除く宇部,木次分工場,久村鉱山

は閉鎖し,海岸工場は本工場に集約した.｡
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第2図 特殊鋼(熱間圧延錘材)の戟後年度別

全国生産推移表(単位1,000t)

安来の 品ほ依然として鍛圧棒鋼が主製品であるが,

戦後の特長は雲伯砂鉄を用いた高速度鋼,特殊工具銅,

ダイス鋼,打匁物鋼, 工具鋼など安来の最も得意と

する工具銅系統に重点がもどり,肌焼鋼,強靭鋼などの楕

造用鋼の比重が軽くなったこと,また戦後の新 態にそ

なえて続々と新鋼種の生産をして各方面の要望に応対

し,また加工品分野 引抜品,磁石,完成バイ1､その

他機械匁物,熱問ダイス鋼のコンテナー･スリーブなど

に進出し,さらに磨帯鋼,特殊鋼鋼板の製造を開始した｡

特殊鋼の全国生産量ほ朝鮮事件の起った1950年ころよ

り一般産業が盛況におもむいたことと特殊物件がようや

く出つくしたことなどから逐年著しい増産となった｡第2

図に特殊鋼の戦後の年度別全国生産量を熱間圧延鋼材に

より示した｡安来工場の生産もこの大勢に従い回復lノて

いるが,1955年以降ほ最も得意とする工具鋼のほかに構

造用鋼,特殊用途鋼についても積極的受注の方針に切替

えたので,安来工場全体としての生産量は著しく増大し

た｡また設備の改善拡張も巨資を投じて行い,今や月産

3,000t近い能力を備えるに至っている｡輸出も中南米,

欧洲,台湾,フィリッピンなど向けに戦後始まっている｡

10.水戸工場製鋼部関係製品

10.1水戸工場創設の由来

水戸工場は前記のとおり安来工場の拡張としての意味

をもつ主として 航木向けの特殊鋼 特鋼部,海航

本のカタパルト作業筒その他の鍛造品生産のための

25,30t平炉各1基,5,000tプレス以下の設備を主体

とする製鋼部,砲弾,爆弾,航空発着兵器などを生産す

る特機部,対空大砲に必要なる高射算定具などを生産す

る精器部,電気機関車を生産する機関車部と大体5系統

の製品を増産するための新設工場であった｡

戦争中同じ特殊鋼でありながら陸海軍と需要先が違い

管理も異なった関係で持鋼部,製鋼部と二元的になった

が,程々の支障もあり,増産上具合の悪いことが多かっ

た｡陸海の競合は全国的現象であったが,これを統制す

るために政府も軍需省を設けて陸海航空関係をまとめ

J｢
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た｡これに伴い水戸工場でも1944年2月両部合体して

尊皇鋼部となった｡磯後水戸製鋼部も 品消滅のため一

時仕事がなくなり農耕,開墾などに従事して工場の操

を休止したこともあったが,まもなく復活した｡現在日

立金属で取り扱っているのは水戸工場製鋼部で生産する

鋳鍛銅品の外販品である｡

10.2 鋳 鋼 品

水戸工場の 立山手二に場の

れほ米国仕込みの野上熊二氏が1921年に山手工場に目

立式2t電気炉を作って始めたもので,戸畑工場におけ

る電気炉鋳鋼開始と同年であり,わが国でも一,二を争

う古い歴史をもっている｡水戸工場i･こおいてく･･よ1943年

5月平炉稼動とともに,日立山手製鋼丁■甘から移転した接

簡陣をもって 鋼作業を開始した｡当時は の大

物鍛銅品が主で,さらに1944年6月には10t電気炉も

稼動に入り鋳込 量40t程度のものまで鋳造した｡さ

らに小物鋳鋼工場に2t電気炉を設置して,1945年1月

から操業を始めた｡

終 後は革輔工場の復活に伴い串輌用鋳鋼品を製造す

るためいち早く工場を整備して1945年9月には10t電

気炉を操 して輪芯その他を鋳造した｡続いて社内各工

場の再稼動に伴い日立工場はもちろん亀有,若松などの

大物儲銅品の製造を引受けた｡若松工場へロールスタレ

ド(25t),日立および亀有工場へ沼沢沼発電所のポンプ

および水草用の大物鋳鋼品などである｡

鋳鋼ロールの歴史ほ1933年に日立【｣一手工場で日立電線

工場用加熱粗ロールの製造をしたのが初めである｡ま

子ニ,その後安 工場,水戸工場用ロールの自給に変った

が,哉後水戸工場でほ特に材質熱処理法の研究を行い,

十分なる自信のもとに本格的に1950年9月に特殊鋳鋼

ロールの製造を開始し,その第1回の製品を釜石製鉄所

に納入して好成績をおさめ現在の鋳鋼ロールメーカーと

しての基礎を作った｡

1951年に至り日立工場の水力および火力関係の大量

受注忙伴い大物銑鋼品ほすべて水戸工場で製造すること

になり大形電気炉ならびに 造技術二者,作業員を大量に

U｣手工場から受入れ国内有数の大物鋳鋼メーカーとなっ

た｡当時の主要製品は神通川発 所,明塚発電所などの

水力発電所,汐田,二鶴などの火力発電所用の

して13%Cr不 鋼による大形水

と品鋼

ランナ,Cr-Mo-Ⅴ鋼

による大形蒸気タービン串室など相次いで記録品を製造

した｡設備的にも年をおって拡張整備され1954年にほ

大形サンドスリンガーを輸入して造

大した｡さらに電気炉も稼動

をこえる特殊

能力を画期的に増

数を増し鋳込重量50t

鋼の製造も可能となった｡丸山発電所,

佐久間発電所などのランナを始め大物水車鋳鋼品を連続

して作 したのもこのころである｡

外販品iこついてはCr-Mo系特殊鋳鋼ロールの研究を

一段と進め八幡,富士広畑,釜石製鉄所はもちろん,日

本鋼管,三菱鋼材などに大量に納入した｡1955年にほ

胴径1,100mⅡ1¢,硬度SJL45度以上のバックアップ

ロールの製造に成功した｡さらに進んでアダマイト系

造にも成功し,日本鋼管,釜石

などへ納入し好評を得ている｡

車輌用鋳鋼品で特記すべき己･･ま国鉄納めEH-10形電気

機関中用一体台枠の鋳造に成功するとともに1955年こ

ほ笠戸工場を通じインド国鉄納め機E 串用後台枠53台

を画期的短納期で鋳造し大いに成果をあげた｡

1956年度にほ受注畏の激増に対処するために設備の

大拡張と近代化とをもくろみ,熔鋼工場の替家延長,惜

解炉,鋳型乾燥炉,熱処理炉の増設,サンドスリソガー,

砂処理設備,ショットブラスト装置など一 の合理化を

行い,また超音波探傷,放射線試験装置などを設置して

品質の向上に資した｡1958年にほ上記近代化設備もほ

とんど完成し,鋳込重量100tをこえる製品の鋳造も可

能となり乱立社内の大物 銅品の

外販品としては1,400m皿¢

造を一手に引受汁.

殊欄謝補

這にも成功し業界に対し一威力を加えるに至った｡

10.3 鍛 銅 品

戦後1946年5月にほ小形圧延機を再潔して,20m汀再

以下の普通鋼丸棒などを生産外販し,また中形圧延機で

シートバーも生産を始めた｡1949年11月から平炉も稼

動し始め,圧延用鋼塊を中心に大形鍛造用鋼塊ならびに

銅品の製造に清儲した｡ことにシー1㌧バーは朝鮮 件

が起って生じた鉄鋼ブームに際会して大当りし量産時代

に入った｡これほ戦後の水戸工場 鋼部の立上り発展に

大きな貢献をした｡ブーム解消に伴い1954年夏以降シー

トバーの生産を中止した｡それからは水戸工場では圧延

品はなくなり,鍛銅品のみとなった｡現在水戸工場製鋼

部の5,000t プレスを主体設備として製造されている大

物鍛銅品の源泉ほ,1933年日立工場に設置された1,000t

プレスによる日立工場 要のタービン,水串用鍛銅品に

始まる｡その後1940年2,000tブレスを増設し,逐次生産

能力を増大した｡他方水戸工場にほ戦時中 航木関係で

上記のとおり平炉,5,000tプレス以下による製鋼部が

できたが,これほ海軍関係大物鍛銅品 作を主目的に建

設されたものであるけれども兼ねて目立工場所要の鍛銅

品のことも考えて新常されたものであった｡

第二次大戦後,これらブレスほ一時休止のやむなきに

至ったが,まもなく国内造船計画の活発化に伴い舶用タ

ービン部品の需要が生まれるにおよび,日立工場におけ

る鍛銅品製造の技術陣と全設備を水戸工場に 約し,こ

こに今日の生産体制の基盤ができ上った｡その後年とと

もに生産設備の合更別ヒ増強により生産品の増大,記録品
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の製造を行ってきた.J

大物鍛銅品戦後の再開ほ舶川鍛鋼部品に始まりロータ

シャフト,ピニオン,ギャーリムなどの高教部品も戦前

における豊富な経験と海軍閤係の高級特殊鋼製造の経験

をもととして着々成果をおさめ,1955年以降の造船ブ

ームに伴い現在までに19,500HP舶用以下のものを数

一方陸用ターボ発 機は単機容量の増大に従い,これ

に要するロータシャフトはますます大物化してきた

が,現在までに 75,000kⅥ∵級のものを多数完成した｡

また水車でほ佐久間発電所用水車軸を始め記録的なもの

が多く,このほかブラジル,インド向け輸J-t‡品も多い｡こ

のように水戸工場における鍛銅品の製造は日立工場にお

ける火力ならびに水力機器の発展に負うところが多く,

常に重電機工業界をリードする立場にある日立工場向け

製品を供給していることほすなわち鍛造部門でも常に最

先端をゆくものであり,品質容量などにおいてみるべき

ものが多い｡他方広く販路を国内全般に求め各種各様の

ものを多岐にわたって 還しているが,中でも大形ベア

リングレース,鍛鋼焼入口ール,客貨車ならびに動力車

用事軸,ダイカストならびに鍛造用型鋼,舶用軸類などは

いずれもすぐれた品質をもって好 を博している｡こと

にロール,型鋼,レースのごとき消去毛部品ほ,その寿命

向上に不断の努力を払い,これには強力な研究態勢をも

って対処している｡品質検査のi如こおいても最近の進歩

した各種非破壊検査法を採用実施し,品質保証に努力し

ている｡

製造設備としてほ,主体ほ5,000t プレスで,ほかに

2,000tプレス(現在休止),1,000tプレスがあり,これ

らの大形加

のは自動詞整

炉は重油燃焼式のもので超大形台車式のも

置をもった優秀なものである｡中小物品

としてほ,2.5t 以下のハンマーを周い,マニナレータ

を設置して作業の能率化を行っている｡また熱処理設備

としては電気,重油両方式を採倒し各炉ともプログラム

コントロールのできる自動調整装置をもっているもの

で,品質の向上に大いに効果をあげている｡ロール,型

鋼などの特殊品については別に特殊な専用設備を設けて

ある｡

追 記

(1)よい機械をつくるにはよい材料が必要である｡

そうした意味から日立製作所では創 以来素材から完

成品までの一貫生産を方針としてお～フ,鋳物も自家竺Iミ

産品を使うことを原則としている｡

したがって鋳物の生産は創業当時から始められてお

り,その後の発展につれて鋳物工場の数も多くなり,

現在ほ日立,国分,水戸,笠戸,亀有,川崎(清水分

工場),多賀,亀戸,栃木,戸塚の各工場に鋳物工場が

あって,各工場でつくる機械に必要な各種鋳物を製造

している｡水戸,亀有,笠戸工場にほ鍛造工場もある｡

これらのうち水戸,亀有,晴水の3工場ほ自家用品だ

けでなく,外販用のものもつくっている｡また中央研

究所,日立研究所における金属関係の研究も重要な部

門となっている｡

本論文でほ日立金属取扱製品に限定した関係上,上

記のうち亀有,清水,水戸についてのみわずかに書き

待たに止まる｡他のものについてほ別の機会

るを得ない｡

らぎ

(2)本論文ほ歴史叙述であるから数多の文献資料を

渉猟し,鮎川氏を始めとする多数の諸関係者先輩各位

には直接面接して確めるなど,できるだけ正確を期し

た｡御援助をいただいた方々に深く感

立

する｡
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